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「
奈
良
は
良
く
な
っ
て
き
た
」
と
県
内
外
の
方
か
ら

言
わ
れ
る
こ
と
が
多
く
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
諸
事
業

の
成
果
や
数
字
で
分
か
る
結
果
、
さ
ら
に
県
内
外
の
反

応
か
ら
も
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
も
ひ
と

え
に
県
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
に
加
え
、
市
町

村
と
の
協
力
関
係
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
と
心
か
ら

感
謝
し
て
い
ま
す
。

奈
良
県
に
は
、
ま
だ
ま
だ
発
展
す
る
力
が
隠
さ
れ
て

い
る
と
信
じ
て
い
ま
す
が
、
一
方
で
、
大
き
な
課
題
も

存
在
し
て
い
ま
す
。

人
口
減
少
は
わ
が
国
全
体
の
課
題
で
す
が
、
中
で
も

本
県
は
、
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
化
の
反
動
と
し
て
、
他
府
県

に
比
べ
て
人
口
減
少
が
急
激
に
進
ん
で
い
ま
す
。
国
立

社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
に
よ
る
と
、
2
0
4
5
年

に
は
本
県
の
人
口
は
、
百
万
人
を
割
る
と
推
計
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
本
県
で
は
平
成
の
市
町
村
合
併
が
あ

ま
り
進
み
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
、
人
口
減
少
時
代
に
お

け
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
こ
の
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、
合
併
に
代

わ
る
自
治
体
間
の
連
携
を
基
本
と
し
た
「
奈
良
モ
デ
ル
」

を
進
め
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
10

年
間
の
「
奈
良
モ
デ
ル
」
の
取
組
の
結

果
、
様
々
な
分
野
で
具
体
的
な
成
果
が
上
が
っ
て
い
ま

す
。
例
え
ば
、
南
和
地
域
で
の
医
療
提
供
体
制
が
充
実
・

強
化
さ
れ
、
ご
み
処
理
や
消
防
の
広
域
化
で
は
、
コ
ス

ト
削
減
に
加
え
、
消
防
力
の
強
化
な
ど
、
県
民
の
皆
様

へ
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
向
上
も
実
現
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
市
町
村
の
意
識
も
変
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
平

成
21

年
度
よ
り
定
期
開
催
し
て
い
る
「
奈
良
県
・
市
町

村
長
サ
ミ
ッ
ト
」
に
お
け
る
市
町
村
長
の
皆
様
と
の
議

論
も
活
発
化
し
、
行
政
効
率
化
に
向
け
た
意
欲
や
連
携
・

協
働
の
意
識
が
高
ま
っ
て
き
た
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
続
け
る
な
か
、
国
の
考
え

方
も
、
合
併
の
推
進
か
ら
自
治
体
間
の
柔
軟
な
広
域

連
携
の
促
進
に
変
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
平
成
26

年
の
地

方
自
治
法
の
改
正
で
は
、
自
治
体
間
の
連
携
を
促
進

す
る
内
容
が
盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
。
こ
の
改
正
の
際
に

は
、
私
も
参
議
院
総
務
委
員
会
に
参
考
人
と
し
て
招
か

れ
、「
奈
良
モ
デ
ル
」
に
つ
い
て
意
見
を
述
べ
る
機
会
を

与
え
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
内
閣
総
理
大
臣
の
諮
問
機

関
で
あ
る
地
方
制
度
調
査
会
で
も
「
奈
良
モ
デ
ル
」
に

つ
い
て
説
明
い
た
し
ま
し
た
。「
奈
良
モ
デ
ル
」
が
市
町

村
合
併
に
代
わ
る
自
治
体
間
の
連
携
モ
デ
ル
の
先
進
例

と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
る
機
会
も
多
く
、
大
変
心
強
く

思
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
、
良
い
ア
イ
デ
ア
が
あ
れ
ば
、

他
の
市
町
村
に
広
げ
、
さ
ら
に
国
に
も
働
き
か
け
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
後
、
現
場
に
求
め
ら
れ
る
解
決
策
は
何
か
を
常
に

探
り
な
が
ら
、
県
が
市
町
村
と
一
緒
に
汗
を
か
く
こ
と

は
、
一
層
大
事
に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。「
奈
良
モ
デ

ル
」
の
取
組
を
積
極
的
に
推
進
し
、
こ
れ
ま
で
着
実
に

積
み
上
げ
て
き
た
も

の
を
土
台
に
、
県
職

員
や
市
町
村
の
皆

様
と
力
を
合
わ
せ
て

努
力
し
、「
も
っ
と

良
く
な
る
奈
良
県
」

を
実
現
し
た
い
と

願
っ
て
い
ま
す
。
今

後
と
も
県
民
の
皆

様
の
ご
理
解
と
ご
指

導
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。　

奈
良
ら
し
い
連
携
・
協
働
の
か
た
ち
「
奈
良
モ
デ
ル
」

奈良県知事

荒井 正吾
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奈
良
県
で
は
こ
れ
ま
で
、
県
と
市
町
村
が
一
緒
に
な
っ
て
、「
奈
良
モ
デ
ル
」
と
し
て
、
奈
良
県
な
ら
で
は
の

最
適
な
手
法
や
し
く
み
を
模
索
し
な
が
ら
、
地
域
を
取
り
巻
く
様
々
な
行
政
課
題
に
対
応
し
て
き
ま
し
た
。

　

「
県
・
市
町
村
の
役
割
分
担
協
議
会
」
で
「
奈
良
モ
デ
ル
」
の
検
討
が
始
ま
っ
て
10
年
の
節
目
と
な
る
今
、

こ
れ
ま
で
の
「
奈
良
モ
デ
ル
」
の
歩
み
を
振
り
返
り
ま
す
。

「
奈
良
モ
デ
ル
」
と
は
何
か
？

　

「
奈
良
モ
デ
ル
」
は
、
人
口
減
少
・
少
子
高
齢
社
会
を
見

据
え
、「
地
域
の
活
力
の
維
持
・
向
上
や
持
続
可
能
で
効

率
的
な
行
財
政
運
営
を
め
ざ
す
、
市
町
村
同
士
ま
た
は
奈

良
県
と
市
町
村
の
連
携
・
協
働
の
し
く
み
」
と
し
て
奈
良

県
と
県
内
市
町
村
で
取
り
組
ん
で
き
た
も
の
で
す
。

　

「
奈
良
モ
デ
ル
」
の
基
本
的
な
考
え
方
は
次
の
通
り
で
す
。

①  

県
と
市
町
村
は
そ
れ
ぞ
れ
が
地
方
行
政
を
担
う
主
体

で
あ
り
、
対
等
な
関
係
に
あ
る
。

② 
 

県
と
市
町
村
は
憲
法
と
法
律
が
禁
止
し
な
い
限
り
、
国

を
含
む
他
の
公
共
団
体
と
自
由
に
契
約
を
締
結
し
、
平

等
な
立
場
で
連
携
・
協
働
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

③ 
 

県
と
市
町
村
が
有
し
て
い
る
人
材
、
財
源
、
様
々
な
施

設
な
ど
の
資
源
を
、
県
域
資
源
と
し
て
捉
え
、
県
全
体

と
し
て
効
率
的
に
有
効
活
用
す
る
。

　

そ
し
て
、
県
は
基
礎
自
治
体
で
あ
る
市
町
村
を
下
支
え

し
、
自
立
心
の
あ
る
市
町
村
を
様
々
な
形
で
サ
ポ
ー
ト
す

る
役
割
を
果
た
す
べ
き
と
の
考
え
の
も
と
、
取
組
を
推
進

し
て
い
ま
す
。（
コ
ラ
ム
１
参
照
）

奈
良
県
に
ふ
さ
わ
し
い
県
と
市
町
村
の
役
割

分
担
の
あ
り
方
を
検
討
（
平
成
20
～
21
年
度
）

　

「
奈
良
モ
デ
ル
」
検
討
の
開
始
は
、
平
成
20
年
の
こ
と
で

し
た
。
地
方
分
権
の
推
進
や
合
併
に
代
わ
る
市
町
村
行
政

の
強
化
、
効
率
化
を
図
る
た
め
、
小
西
砂
千
夫 

関
西
学
院

大
学
教
授
と
伊
藤
忠
通 

奈
良
県
立
大
学
学
長
を
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
に
迎
え
、
市
長
会
・
町
村
会
の
会
長
、
知
事
等
を
メ
ン

バ
ー
と
す
る
「
県
・
市
町
村
の
役
割
分
担
検
討
協
議
会
」
を

立
ち
上
げ
、
既
存
の
考
え
に
囚
わ
れ
ず
、
県
と
市
町
村
の
新

し
い
役
割
分
担
に
つ
い
て
、
議
論
を
は
じ
め
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
平
成
22
年
、「『
奈
良
モ
デ
ル
』
検
討
報
告
書
～

県
と
市
町
村
の
役
割
分
担
の
あ
り
方
～
」
を
と
り
ま
と
め
、

県
と
市
町
村
の
役
割
分
担
の
方
向
性
を
、

①  

市
町
村
同
士
あ
る
い
は
県
も
参
加
し
た
広
域
連
携
に

よ
る
効
率
化
を
目
指
す
「
水
平
補
完
」

② 
 

事
務
の
代
行
等
に
よ
り
小
規
模
市
町
村
へ
県
が
支
援

を
行
う
「
垂
直
補
完
」

③ 
 

市
町
村
の
要
望
に
応
じ
て
県
の
事
務
を
市
町
村
へ
委

任
、
ま
た
は
権
限
移
譲

に
整
理
す
る
と
共
に
、
見
直
し
対
象
業
務
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
ま
し
た
。

「
奈
良
モ
デ
ル
」10
年
の
歩
み

　
～
こ
れ
ま
で
の
取
組
と
こ
れ
か
ら
の
展
開
～

奈 良

モデル

サッカーに例えた県の役割のイメージ図

県の役割 

　サッカーに例えるなら、県は国と市町村の間に立つミッドフィ

ルダーのようなもの。

　市町村がゴールを決められるよう、よく考え、国からのボー

ル ( 政策・情報・予算等 ) をコントロールし、上手くパスする。

　国の各省庁が個別に立案した施策や予算、通達をそのまま周

知するのではなく、内部の部局間連携を密にし、各市町村の実

情やニーズに合致した施策として再編・立案し、市町村に提案

することが重要である。

国

県

活発に動き回るＭＦ

GOAL !

市町村

市町村
市町村

コラム
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取
組
を
順
次
実
行
（
平
成
22
～
25
年
度
）

　

見
直
し
検
討
業
務
に
つ
い
て
緊
急
度
の
高
い
も
の
、
市

町
村
の
要
望
の
強
い
も
の
、
効
率
化
の
効
果
が
高
い
と
見

込
ま
れ
る
も
の
か
ら
優
先
的
に
、
取
組
の
方
向
性
に
つ
い

て
、
具
体
的
な
協
議
を
開
始
し
ま
し
た
。
市
町
村
と
県
の

実
務
者
レ
ベ
ル
で
の
協
議
に
加
え
、
知
事
と
市
町
村
長
が

直
接
「
奈
良
県
・
市
町
村
長
サ
ミ
ッ
ト
」（
コ
ラ
ム
２
参
照
）

で
議
論
す
る
な
ど
、
知
事
と
市
町
村
長
が
総
力
戦
で
「
奈

良
モ
デ
ル
」
を
強
力
に
推
進
す
る
し
く
み
を
確
立
し
て
い

き
ま
し
た
。

　

　

こ
の
間
の
検
討
に
よ
る
大
き
な
成
果
と
し
て
は
、
南
和

広
域
医
療
組
合
の
設
立
（
平
成
23
年
度
）
、
市
町
村
税
の
税

収
強
化
の
た
め
の
７
町
に
よ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
共
同
徴

収
の
開
始
（
平
成
25
年
度
）
、
県
内
全
市
町
村
の
橋
梁
長
寿

命
化
修
繕
計
画
策
定
の
完
了
（
平
成
25
年
度
）
な
ど
が
あ

り
ま
す
。

適
用
範
囲
の
拡
大
と
発
展（
平
成
26
年
度
～
）

　

「
奈
良
モ
デ
ル
」
の
進
展
に
伴
い
、
市
町
村
の
取
組
を
一

層
効
率
的
な
も
の
と
す
る
た
め
、「
水
平
補
完
」
と
「
垂
直

補
完
」
に
加
え
、
県
が
必
要
な
助
言
や
人
的
・
財
政
的
支

援
を
積
極
的
に
行
い
、
県
と
市
町
村
が
協
働
で
地
域
活
力

の
維
持
・
向
上
を
め
ざ
す
取
組
が
発
展
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
県
域
全
体
を
対
象
と
し
た
計
画
等
に
つ
い
て

も
、
策
定
段
階
か
ら
県
と
市
町
村
が
情
報
共
有
す
る
な

ど
、
連
携
し
て
事
業
を
行
う
し
く
み
も
で
き
あ
が
っ
て
き

ま
し
た
。（
コ
ラ
ム
３
参
照
）

　

こ
う
し
た
取
組
の
成
果
と
し
て
、
平
成
26
年
度
の
奈
良

県
広
域
消
防
組
合
の
発
足
や
、
平
成
28
年
度
の
南
和
地
域

の
公
立
３
病
院
の
再
編
等
が
あ
り
、「
奈
良
モ
デ
ル
」
の

取
組
は
着
々
と
進
捗
し
て
い
ま
す
。（
取
組
の
中
で
も
代

表
的
な
も
の
を
６
ペ
ー
ジ
以
降
で
詳
し
く
紹
介
し
て
い

ま
す
。
）

奈良県・市町村長サミット 

　県内市町村長と知事が一堂に会した意見交換・勉強会。

（平成 21 年度から年 5 回程度実施）

　市町村長と知事、市町村間の信頼関係構築に役立つとともに、

市町村長が行政

効 率 化 や 連 携・

協働へ向けた意

欲を高めるきっ

かけともなって

おり、「奈良モデ

ル」推進のエン

ジンと言える。

コラム

2

「奈良モデル」の取組形態 
コラム

3

③ 市町村業務への積極的関与型
　（県と市町村が協働で事業を実施）

例）県と市町村との連携・協働による
　　まちづくり

県 市

町

村

協働で実施

① 広域連携支援型（水平補完）
　（市町村間の広域連携を県が支援）

例）消防やごみ処理の広域化、
南和地域における医療提供体制の
再構築（県も連携に参画）

県

※県が市町村間連携に
　参画する取組もある

調整・
支援

町

市

村

② 市町村事務代行型（垂直補完）
　（市町村の合意のもと県が委託を
　　受けて代行等）

例）道路インフラ長寿命化に向けた
　　支援

委託

事務を代行

県市町村

奈良県・市町村長サミット
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ど
う
や
ら
「
奈
良
モ
デ
ル
」
が
有
名
に
な
っ
て
い
る

ら
し
い
。

マ
ス
コ
ミ
関
係
者
に
「
先
生
、『
奈
良
モ
デ
ル
』
っ
て

知
っ
て
ま
す
か
？
」
と
尋
ね
ら
れ
て
、
思
わ
ず
「
え
え
、

一
応
」
と
答
え
た
も
の
の
、
大
い
に
戸
惑
っ
て
し
ま
っ

た
。
県
と
市
町
村
の
広
域
連
携
の
先
進
モ
デ
ル
と
の
認

知
が
広
が
っ
て
い
る
と
す
れ
ば
嬉
し
い
限
り
。
こ
れ
ま

で
の
関
係
者
の
努
力
も
少
し
は
報
わ
れ
る
だ
ろ
う
。

総
務
省
の
研
究
会
が
、
都
道
府
県
と
市
町
村
の
「
二

層
制
の
柔
軟
化
」
を
打
ち
出
し
た
。
高
齢
化
が
も
っ
と

も
厳
し
い
状
況
に
な
る
と
み
ら
れ
て
い
る
2
0
4
0
年

を
想
定
し
て
の
こ
と
だ
。「
奈
良
モ
デ
ル
」
こ
そ
が
唯
一

と
ま
で
は
い
わ
な
い
が
、
有
力
な
１
つ
の
か
た
ち
で
あ

る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

二
層
制
の
柔
軟
化
は
、
ポ
ス
ト
市
町
村
合
併
で
あ
る

こ
と
も
重
要
な
と
こ
ろ
だ
。

市
町
村
合
併
が
進
ま
な
か
っ
た
奈
良
県
に
お
い
て
、

確
実
に
到
来
す
る
超
高
齢
化
と
人
口
減
に
対
応
し
、
地

域
住
民
の
生
活
を
い
か
に
守
る
か
。
そ
れ
に
は
県
と
市

町
村
の
総
力
戦
の
態
勢
を
取
る
し
か
な
い
。
改
革
ブ
ー

ム
で
振
り
回
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
現
場
感
覚
を
持
っ
て

取
り
組
ん
だ
。
そ
の
自
然
体
が
、「
奈
良
モ
デ
ル
」
を

先
進
モ
デ
ル
に
押
し
上
げ
た
。

先
頭
を
走
る
者
に
は
重
い
責
任
が
負
わ
さ
れ
る
。
失

敗
す
れ
ば
、
全
体
の
流
れ
が
止
ま
る
か
ら
だ
。
着
実
な

成
果
を
積

み
上
げ
る

こ
と
が
求

め
ら
れ
る
。

足
下
を
固

め

て
、

兜

の
緒
を
締

め
よ
う
で

は
な
い
か
。

「
奈
良
モ
デ
ル
」
の
先
見
性
は

自
然
体
に
あ
る

国の取組よりも先駆的な「奈良モデル」 

　国においても新たな自治体間連携のしくみの検討が行わ

れており、全国に先駆けて柔軟な市町村連携と県による市町

村支援を実践してきた「奈良モデル」は注目を集めている。

　平成26年度の地方自治法改正にあたっての国会審議に

おいては、知事が参考人の1人として招聘され、「奈良モデル」

の取組について説明した。

　また、人口減少社会における地方行政体制等を審議する

平成27年1月開催の第31次地方制度調査会専門小委員会

の審議において、「奈良モデル」が注目され、人口減少社会

における都道府県の役割について知事が意見を述べた。

　さらに昨年7月発足の第32次地方制度調査会に先立って開催された「自治体戦略2040構想会」に

おいても、「奈良モデル」が先進事例として取り上げられている。

コラム

4

関西学院大学教授

小西 砂千夫

参議院総務委員会
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増
加
す
る
救
急
搬
送
や
大
規
模
災
害
発
生
の
懸
念
等
に
対
応
す
る
た
め
、
平
成
21
年
度
に

県
と
全
市
町
村
に
よ
る
「
奈
良
県
消
防
広
域
化
協
議
会
」
を
設
立
し
、
消
防
広
域
化
の
検
討
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。
県
が
財
政
支
援
を
は
じ
め
積
極
的
に
支
援
し
、
平
成
26
年
4
月
に
37
市

町
村
（
奈
良
市
・
生
駒
市
除
く
）
で
構
成
す
る
奈
良
県
広
域
消
防
組
合
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

設
立
時
に
総
務
部
門
を
統
合
し
、
平
成
28
年
に
は
1
1
9
番
を
受
信
す
る
指
令
セ
ン
タ
ー
を

一
元
化
で
き
た
こ
と
で
、
現
場
部
門
の
統
合
も
進
み
ま
し
た
。

　

広
域
化
の
成
果
と
し
て
は
、
通
信
部
門
の
統
合
に
よ
る
現
場
要
員
の
増
員
（
消
防
力
強
化
）

や
、
広
域
化
の
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
に
よ
る
約
39
億
円
の
財
政
支
出
削
減
等
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

さまざまな

取り組み

奈　良

モデル

消
防
の
広
域
化

【広域化の成果】

○消防力の強化

・通信部門の統合による現場部門の増員

・ 大規模災害に備えた高度救助隊1隊新設、特別救助隊5

隊増隊（6隊配置）  

3つの方面隊設置による現場指揮体制の充実、情報収集

のためのドローンの運用

・山岳救助隊1隊新設

・ 消防隊や救急隊が、旧管轄区域を越え直近消防署から

出動し現場到着時間が短縮

○ スケールメリットによる財政効果（発足後4年間で算定）

　合計約39億円

・ 消防救急無線のデジタル化、高機能消防指令センター

の整備等　約33億円

・消防車両の整備等　約6億円

　

南
和
地
域
に
は
3
つ
の
公
立
病
院
（
県
立
五
條
病
院
、
町
立
大
淀
病
院
、
国
保
吉
野
病

院
）が
あ
り
ま
し
た
が
、
す
べ
て
が
急
性
期
の
病
院
で
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
病
院
で
医
師
・

看
護
師
が
減
少
す
る
な
か
、
急
性
期
を
脱
し
た
回
復
期
・
慢
性
期
の
患
者
需
要
に
も
同
時

に
対
応
し
て
い
た
た
め
、
本
来
の
急
性
期
医
療
に
対
す
る
医
療
機
能
が
低
下
し
、
結
果

的
に
地
域
外
で
入
院
す
る
患
者
が
6
割
に
の
ぼ
る
と
い
う
悪
循
環
に
陥
っ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
3
病
院
を
主
に
急
性
期
医
療
を
担
う
南
奈
良
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
と
主

に
回
復
期
・
慢
性
期
医
療
を
担
う
五
條
病
院
・
吉
野
病
院
に
再
編
整
備
し
ま
し
た
。
こ

れ
に
よ
り
、
救
急
搬
送
受
入
件
数
は
約
2
倍
に
増
加
し
、
病
床
稼
働
率
に
つ
い
て
も

65
・
0
％
か
ら
87
・
2
％
へ
約
22
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
ま
し
た
。

さまざまな

取り組み

奈　良

モデル

南
和
地
域
の
広
域
医
療
提
供

体
制
の
再
構
築

平成29年4月
リニューアルオープン

平成28年4月
リニューアルオープン

平成28年4月開院

五條病院

（回復期・慢性期）

南奈良総合医療センター

（急性期・回復期）

吉野病院

（回復期・慢性期）

65.0

87.2

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

H29
（再編後・３病院計）  

H27
（再編前・３病院計）  

5.7

10.1

0.0

2.0

4.0

6.0

8.0

10.0

12.0

救急搬送受入件数 病床稼働率

約２倍に

増加

約22

ポイント

上昇

（年度）H29
（再編後・南奈良

総合医療センター）

H27
（再編前・３病院計）  

（年度）

（％）（件/日）

【広域化の成果】

※急性期：傷病発生直後の手術や処置などの治療を行う時期

　回復期：病気の症状が安定し、リハビリなどに取り組む時期

　慢性期：長期にわたり、療養する時期

広域消防組合観閲式消防指令センター
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Ｈ
30

以

降

民間業者
Ｂ
町

委
託

Ｃ
村

国保連合会
委
託

（被保険者）

通
知

通
知

Ａ
市 県

（
全
市
町
村
分
）

一

括

委

託 共同作成

国保事務支援

センター
一

斉

通

知

（被保険者）通
知

業務の集約化

市町村事務

通常の国保事務

国保連合会受託範囲

業務範囲の拡充

市町村事務

通常の国保事務

医療費分析等専門性の高い事務

国保事務支援センター受託範囲

拡
大

～Ｈ29 各市町村個別作成・個別通知 Ｈ３０～ センターで共同作成・通知市町村ごとに実施してきた口座振替勧奨通知、医療費

通知、広報等の業務を統一実施することで効率化を実現

これまでほとんどの市町村で未実施だった医療費分析、

療養費レセプト二次点検等を全県的に実施

Ｈ
30

以
降医療費分析等専門性の高い事務

※ほとんどの市町村で未実施

P.7

■ 山辺・県北西部広域環境衛生組合（平成２８年４月設立）

大和高田市・天理市・山添村・三郷町・安堵町・川西町・
三宅町・上牧町・広陵町・河合町

●平成３０年度から入札準備に着手（平成３６年２月の施設稼働予定）

■さくら広域環境衛生組合
　（平成２８年４月設立）

吉野町・大淀町・下市町・

黒滝村・天川村・川上村・

東吉野村

※吉野町が脱退を予告
　（平成31年1月17日）

■やまと広域環境衛生事務組合
　（平成２４年８月設立）

五條市・御所市・田原本町

●平成２９年６月に「やまとクリーン
　パーク」が竣工

■桜井・宇陀地域ごみ処理広域化
　 推進協議会（平成２８年１１月設立）

桜井市・宇陀市・曽爾村・
御杖村

●平成２８年度から協議会による
　広域化の検討に着手し、平成
　２９年度に専門調査を実施

※上記以外に、県北部地域（奈良市・大和郡山市・生駒市・平群町・斑鳩町）で平成２９年２月から合同

勉強会をスタート

※橿原市・高市郡で、平成 30年 11月に可焼ごみの広域処理に関する協定締結

　

県
内
の
約
8
割
の
ご
み
焼
却
施
設
が
建
設
か
ら
20
年
以
上
経
過
し
て
お
り
、

老
朽
化
に
伴
う
施
設
更
新
や
大
規
模
改
修
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

処
理
人
口
5
万
人
未
満
の
小
規
模
施
設
も
全
体
の
約
7
割
を
占
め
て
お
り
、

施
設
更
新
を
契
機
と
す
る
統
合
整
備
に
よ
る
広
域
化
へ
の
対
応
が
課
題
と

な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
、
市
町
村
の
行
財
政
効
率
の
大
幅
な
向
上
・
安
定
的
な
ご
み

処
理
の
継
続
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
回
収
等
の
効
率
化
を
図
る
た
め
、
県
は
市
町
村

間
調
整
の
ほ
か
、
技
術
支
援
と
と
も
に
補
助
金
創
設
等
の
財
政
支
援
も
行
い
、

ご
み
処
理
の
広
域
化
を
促
進
し
て
い
ま
す
。

　

山
辺
・
県
北
西
部
広
域
環
境
衛
生
組
合
で
は
市
町
村
実
質
負
担
額
が
建
設
費

で
約
1
0
0
億
円
、運
営
費
で
年
間
約
9
億
円
の
縮
減
が
試
算
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

奈
良
県
で
は
、
国
の
制
度
改
正
に
先
駆
け
て
、
平
成
24
年
か
ら
、
国
保
の
県
単
位
化
を
目
指
し
、

市
町
村
と
協
議
を
重
ね
て
参
り
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
平
成
30
年
4
月
か
ら
、
国
の
制
度
が
改
正
さ
れ
、
国
保
の
財
政
運
営
が
県
単
位
に
拡
大

さ
れ
ま
し
た
が
、
奈
良
県
で
は
こ
れ
に
合
わ
せ
、
こ
れ
ま
で
市
町
村
に
よ
り
異
な
っ
て
い
た
保
険
料
水

準
を
統
一
し
、
2
0
2
4
年
度
に
「
同
じ
所
得
・
世
帯
構
成
で
あ
れ
ば
、
県
内
の
ど
こ
に
住
ん
で
も
保

険
料
が
同
じ
」
と
な
る
加
入
者
負
担
の
公
平
化
を
実
現
し
ま
す
。（
図
1
）

　

ま
た
、
県
と
市
町
村
が
連
携
し
て
県
域
で
の
国
保
業
務
の
共
同
化
・
標
準
化
を
進
め
る
体
制
と
し
て
、

こ
れ
ま
で
市
町
村
が
個
別
に
実
施
し
て
き
た
業
務
を
集
約
・
拡
充
し
て
実
施
す
る
「
国
保
事
務
支
援

セ
ン
タ
ー
」
を
設
立
し
ま
し
た
。（
図
2
）

（図1）県内国保保険料水準を統一（負担の公平化）

（図2）国保事務支援センター（業務の共同化）

同じ所得・世帯構成であれば、

加入者の保険料に差はなくな

り、公平となります。

保険料（2024年度～）

A市 B 町 C村

同じ所得・世帯構成でも、市

町村間で加入者の保険料に

は、差があります。

保険料（従来）

A市 B 町 C村

さまざまな

取り組み

奈　良

モデル

国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
の

県
単
位
化

さまざまな

取り組み

奈　良

モデル

ご
み
処
理
の
広
域
化
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こ
れ
ま
で
「
奈
良
モ
デ
ル
」
の
取
組
を
一
層
推
進
す
る
た
め
、
県
は
広
域
連

携
に
取
り
組
む
市
町
村
や
県
と
の
協
働
に
よ
り
事
業
を
実
施
す
る
市
町
村
を

支
援
し
て
き
ま
し
た
。
支
援
策
と
し
て
、
財
政
支
援
、
人
的
支
援
、
県
有
財
産

の
有
効
活
用
に
よ
る
支
援
な
ど
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
が
、
中
で
も
※

シ
ン
ク

タ
ン
ク
機
能
、
調
整
機
能
の
発
揮
と
い
っ
た
、
検
討
段
階
で
の
支
援
が
効
果

的
で
あ
る
と
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
今
後
の
県
の
支
援
の
基
本

的
な
考
え
方
と
し
て
、
取
組
の
検
討
段

階
に
お
け
る
支
援
を
よ
り
重
点
化
し
て

実
施
し
て
い
く
こ
と
が
肝
要
と
考
え
て

い
ま
す
。
政
策
提
案
、
利
害
調
整
を
図

り
な
が
ら
、
検
討
段
階
に
お
け
る
財
政

支
援
を
積
極
的
に
行
う
こ
と
で
、「
奈
良

モ
デ
ル
」
の
推
進
を
後
押
し
し
ま
す
。

　

そ
し
て
、
実
現
段
階
に
お
い
て
は
、
随

時
、
シ
ン
ク
タ
ン
ク
機
能
、
調
整
機
能
を

発
揮
し
な
が
ら
、
財
政
支
援
や
人
的
支

援
、
県
有
資
産
の
有
効
活
用
に
よ
る
支

援
を
組
み
合
わ
せ
て
「
奈
良
モ
デ
ル
」

を
展
開
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
後
一
層
の
効
果
を
上
げ

て
い
く
た
め
に
は
、
県
と
市
町
村
の

連
携
の
み
な
ら
ず
、
民
間
と
の
連
携
・

協
働
も
念
頭
に
置
き
な
が
ら
進
め
て

行
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
民
間

団
体
が
持
つ
ア
イ
デ
ア
や
ノ
ウ
ハ
ウ

を
行
政
の
様
々
な
分
野
で
活
用
す
る

こ
と
で
、
更
な
る
行
政
運
営
の
効
率

化
や
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
が
期
待

で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

現
在
、「
県
域
水
道
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
、「
県
と
市
町
村
と

の
連
携
・
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く

り
」
、「
社
会
保
障
分
野
の
奈
良
モ
デ

ル
」
な
ど
、「
奈
良
モ
デ
ル
」
と
し
て

一
層
の
連
携
・
協
働
を
推
進
し
て

い
く
取
組
が
進
行
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
に
加
え
、
市
町
村
が
質
の
高
い

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
続
け
て
い
く
た

め
、
効
率
化
に
つ
な
が
る
市
町
村
運

営
の
基
礎
分
野
（
定
型
的
業
務
、
庶

務
的
業
務
、
公
共
施
設
の
管
理
な
ど
）

に
お
け
る
事
務
・
サ
ー
ビ
ス
の
共
同

化
や
共
同
ア
ウ
ト
ソ
ー
ス
、専
門
人
材

の
共
同
確
保
、県
と
市
町
村
が
連
携
・

共
同
し
て
行
う
森
林
環
境
管
理
制
度

な
ど
、
新
た
な
分
野
や
手
法
を
絶
え

ず
模
索
し
な
が
ら
、「
奈
良
モ
デ
ル
」

は
、
今
後
も
絶
え
ざ
る
進
化
（
深
化
）

を
遂
げ
続
け
て
い
き
ま
す
。

県域水道ファシリ

ティマネジメント 

　それぞれに整備・運営さ

れてきた県営水道と各市町

村の水道を「県域水道」と

して一体的にとらえ、施設・

水源・人材を最適化する取

組を進めています。システ

ムや業務の統合、基幹浄水

場への集約等を進め、効率

化を図り、水道事業の安定

的な継続、水道料金高騰の

抑制に努めています。

　現在、2026年度の経営

一体化を目指し、更なる効

率化の取

組を推進

していき

ます。

コラム
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県と市町村との連携・協働によるまちづくり 

　鉄道駅周辺開発の遅れ、公有施設の老朽化など、まちのリ

ニューアルが必要な時期を迎えています。県と市町村が協

定を結んで、ともに知恵を出し合いながら、地域の中心とな

る拠点へ都市機能を集約させるとともに、各地区で特色や

地域資源を活かしたにぎわいのあるまちづくりを進めてい

ます。

　平成31年1月末時点で、26の市町村と包括協定を締結し

ています。

コラム

6

こ
れ
か
ら
の
展
開

　
～
進
化
（
深
化
）
す
る
「
奈
良
モ
デ
ル
」

奈 良

モデル

「奈良モデル」ジャーナル 第5号　2019年2月発行

発行・問合せ　奈良県　地域振興部　市町村振興課　〒630-8501 奈良市登大路町30　TEL 0742-27-9984

近鉄郡山駅前の整備方針

※
シ
ン
ク
タ
ン
ク
機
能
： 

奈
良
県
で
は
、
分
析
結
果
の
公
表
や
、
市
町
村
へ
の
課
題
解
決
の
提
案
な
ど
を
シ
ン
ク

タ
ン
ク
機
能
と
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。
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